
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ご 案 内≫ 

第 46 期(2026 年度) 

つがやま市民教養文化講座 受講生募集！！ 

「ふるさとの歴史と風土に学ぶ」 

 

 わたしたちのふるさとである滋賀県には、他の都道府県にはない豊かな自然、先人た

ちが積み重ねてきた歴史、文化があり、それが大きな魅力となっています。 

本講座では、さまざまな講師をお迎えし、わたしたちのふるさとについて多彩な切り

口で学ぶことができます。 

４6年目を迎える２０２6年度も、話題の講師をお招きします。確かな知識に裏付け

された、聞きごたえのある講義が目白押しです。 

もちろん今年もお好みの講座だけを聞いていただくことも可能です。 

皆さまのご応募お待ちしております。 
 

１．日  時    2026 年 4 月 18 日（土）  第１回講座を開講 

           以降、原則毎月第 3 土曜日 ※8 月のみ第 2 土曜日 

          13 時 30 分より 15 時 30 分まで（質疑応答含む） 

           初回 4 月のみ 13 時 20 分より開講式 

 

２．会  場    一般財団法人守山野洲市民交流プラザ（ライズヴィル都賀山 大会場） 

 

３．テーマ・講師  裏面に記載 

 

４．資 料 代    年間 7,000 円  第１回講座時に一括でお支払いください。 

            （お好きな回だけご参加の場合は１回８００円 

講座当日に受付にてお支払いください。） 

 

５．申込先及び方法 

      ①申込先  〒524-0037 守山市梅田町 1-27 

              一般財団法人 守山野洲市民交流プラザ ライズヴィル都賀山 

              つがやま市民教養文化講座事務局 宛 

              メールアドレス：front@tsugayama.or.jp 

              TEL：077-583-7181 

 

②方 法   締め切りまでに、往復はがき、またはメールにて、住所、氏名、年齢、電話番

号を記入し、①へ送付。往復はがきの場合は返信面に受講者の宛名と住所を記

入してください。 

 

③締 切   ２０２6 年３月３１日（火）  

（一回ずつの受講については前日までにお申込みください） 

mailto:front@tsugayama.or.jp


第 46期（2026年度）つがやま市民教養文化講座日程表 

          開催日・原則毎月第 3土曜日（8月は第 2土曜日） 

 

2026年 

◆ 4月 18日   ほっこり！ええとこ！かやぶきの杜 大庄屋諏訪家屋敷 

                            大庄屋諏訪家屋敷 館長 桂田 峰男 

    

◆ 5月 16日   滋賀で見つかった西郷隆盛自筆書簡－アメリカから大久保暗殺現場へ、そして－ 

                        滋賀県文化スポーツ部文化財保護課 井上 優  

                     

◆ 6月 20日    勝部の火まつり 

                                 勝部神社 松明組 西村 祐也                             

    

◆ 7月 18日   地域に根差す守山北高校教育の取り組み 

                           滋賀県立守山北高等学校長 杉原 真也    

   

◆ 8月 8日     琵琶湖に眠る水中遺跡 

 （第 2週）                 滋賀県文化スポーツ部文化財保護課 北村 圭弘 

 

◆ 9月 19日    イタリアの都市と農村 ―協働のかたち― 

                          追手門学院大学地域創造学部 教授 井上 典子 

    

◆ 10月 17日   葦浦屯倉と近淡海安国造 

                              渡来人歴史館 顧問 大橋 信弥 

                            

◆ 11月 21日   写真で残す、伝統文化からふるさとの風土まで 

                                    写真家 小笠原 敏孝 

             

◆ 12月 19日   森から湖までのつながりを生かす 森の文化フィールドミュージアム 

                    東近江市企画部 森の文化推進担当管理監 丸橋 裕一 

              

2027年 

◆ 1月 16日   「世界最古のオーケストラ“雅楽”を身近に、そして未来に」 

          ～平安の雅に触れ、民族文化の継承をめざして～ 

                               日野雅楽会 主宰 後藤 まり 

   

◆ 2月 20日   琵琶湖疏水の意義 

                         京都産業大学現代社会学部 教授 鈴木 康久                 

 

◆ 3月 20日     地域コミュニティの現在地 ―江戸時代の制度と近代化がもたらした構造変化― 

                         文化遺産プランニング 代表 井上 ひろ美 


